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要　旨
　本研究の目的は，訪問看護ステーションで働く看護師が労働条件に対してどのような意識を持っているのか
を明らかにすることを目的とした．研究の方法は医学中央雑誌Web を用いて「訪問看護師」，「労働条件」，「職
場環境」，「業務特性」，「労働環境」，「就業」のキーワードを使用し検索を行った．結果 26 件の文献が該当した．
この 26 件の文献から，研究の対象が訪問看護ステーションの訪問看護師であること，労働条件に関する内容
が含まれている５件の論文を分析対象とした．
　選出した論文から得られた訪問看護師の特徴として，女性が多く，平均年齢が 30 歳代後半～ 40 歳代半ば
であり，７割～８割の人が配偶者と子供がいた．女性就業率ではM字型カーブの底にあたる年齢階級の就業
率が高いことを認めた．さらに看護師経験年数は 10 年以上で，訪問看護師経験年数は 3.5 ～ 7.3 年であり看護
師経験に比べて訪問看護師経験が短かった．雇用条件は，常勤の方が非常勤より多かった．一日の訪問件数は
３件以上が９割を占めていた．一週間の訪問件数は 20 件前後の訪問件数であった．専門職の質の向上として，
研修会に参加している人は８割を超えていた．
　労働条件に関する意識は，非常勤ではワークライフバランスがとりやすいと認識していた．職務内容に関す
る意識は，訪問看護師の経験年数の長さが労働条件の意識に影響し，職務内容の意識の違いが報酬に関する意
識に影響していると考えられる．看護職としての能力や成長に関する意識は，他者からの承認を得ることで，「訪
問看護の専門性」の満足度が高く，研修に参加することで，さらに自分のキャリアを高めることができると思っ
ているのではないかと考えられた．
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緒　言
　わが国は少子高齢化が進み，老年人口は，2010
年 に 2929 万 ３ 千人（23.1%），2025 年 に は 3635
万４千人（30.5％），2045 年には 3840 万７千人
（39.6％）となることが見込まれている（国民衛生
の動向，2011）．高齢者が増えることによって，寝
たきりや認知症高齢者が増えることが予想される．
また，厚生労働省が平成 20 年に調査した「終末期
医療に関する調査」の結果において「自宅での療養
希望者」は 63.3% で，病気や障害があっても自宅で
生活したいと希望していることがわかった．近年の
医療政策は在宅医療推進を掲げており，寝たきり高
齢者や認知症高齢者，終末期にある方が在宅での療
養生活を希望した場合，安心して生活できるよう社
会資源の整備をしている．
　その社会資源のひとつに訪問看護ステーショ
ン（以下ステーション）がある．ステーションは，
1992 年の老人保健法一部改正により老人訪問看護
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制度が創設されたことに始まり，今年で 20 年にな
る．1993 年に 277 ヶ所だったステーション数は，
2000年には4,730ヶ所と増加した．2006年の5,470ヶ
所をピークに，現在は 5,221 ヶ所と減少している（国
民衛生の動向，2011）．その 5,221 ヶ所のステーショ
ンの 54.6％が５人未満の小規模な事業所である（看
護白書，2011）．そのためステーションの現状は，
マンパワー不足で新規利用者の受け入れが困難に
なる問題が発生している（全国訪問看護事業協会，
2008）．
　ステーションに従事する看護職は，2010 年の「医
療従事者現況調査」では，保健師 268 人，助産師７人，
看護師 27,210 人，准看護師 2,807 人の合計 30,292
人であり，全就労看護職の 2.0％と少ない（国民衛
生の動向，2011）．働いている年代は 30 ～ 40 代の
女性が多く就業しているが定着率は悪く，訪問看護
師の離職率は 15.0％と高い状況である（看護白書，
2011）．ステーションに従事する看護職の労働力が
求められている現在，人材確保は急務な課題と考え
る．
　病院看護師の離職理由として，妊娠，出産，結
婚，子育て，家事と両立しないなどのライフイベン
トに関する理由が多く占める．それと併せて勤務時
間が長い，超過勤務が多い，夜勤の負担が大きいと
いった職場の労働環境に関する理由が挙げられてい
る（看護白書，2010）．一方で訪問看護師においては，
年齢が 30 ～ 40 代であるため，病院看護師で挙げら
れている離職理由と同じではないと考えられる．
　これまでに訪問看護師の離職意向に関する研究
は，管理者を対象とした武田ほか（2009）の研究
があるのみで，スタッフを対象とした報告はされて
いない．また，看護師不足の対策として日本看護協
会では，看護職が正社員として働き続けられる職場
づくりを推進するために，短時間正職員制度や多様
な雇用形態の取り組みを行っているが（看護白書，
2010），その成果を示すための報告は少ない．さら
に訪問看護師と離職の関係について報告はされてい
ない．
　そこで本研究では，訪問看護ステーションで働く
訪問看護師が労働条件に関してどのような意識を
持っているのかを明らかにすることを目的とした．
　
用語の定義
　労働条件：日本国憲法第 27 条第２項「勤労条件
の基準」で「賃金，就業時間，休息その他の勤労条
件に関する基準は法律でこれを定める」としており，
具体的には労働基準法１条「労働条件は労働者が人
たるに値する生活を営むための必要を充たすべきも
のでなければならない」，２条１項に「労働者と使
用者が対等の立場において決定すべきものである」
と定めている．一般的には，労働にあたって取り決
めておくべき様々な条件とされている．
　そこで本研究での労働条件とは，訪問看護師が訪
問看護ステーションで労働するにあたり，訪問看護
ステーションの管理者と勤務するために取り決めた
こととする．
方　法
１．対象
　医学中央雑誌Web を用いて 2012 年８月に検索
を行った．文献検索に使用したキーワードは，「訪
問看護師」，「労働条件」，「職場環境」，「業務特性」，
「労働環境」，「就業」を使用した．検索の方法は，「訪
問看護師」と「労働条件」，「訪問看護師」と「職場
環境」，「訪問看護師」と「業務特性」，「訪問看護師」
と「労働環境」，「訪問看護師」と「就業」を含む和
文献で論文の種類を原著論文に限定した．検索期間
は1992年から2012年８月に発表された文献とした．
この期間にしたのは，1992 年に老人保健法一部改
正により老人訪問看護制度が創設され訪問看護が開
始されたからである．
２．文献の検討方法
　検索した文献のうち，研究の対象がステーション
の訪問看護師であること，訪問看護師の労働条件に
関する内容が含まれる論文を分析対象とした．これ
らの記述がない文献とインタビュー記事は対象から
除外した結果，５件を選出した．分析対象とした文
献を十分に読み，研究の目的，調査の対象，調査内
容および結果に示された労働条件に関する意識につ
いて整理した．
結　果
１． 訪問看護師の労働条件に関する文献の傾向
　検索の結果 26 件の文献が該当した．その年次別
推移は 1992 年から 2000 年と，2002 年から 2004 年
は０件，2001 年は１件，2005 年は２件，2006 年は
２件，2007 年と 2008 年は５件，2009 年と 2010 年
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は４件，2011 年は３件であった（図１）．訪問看護
師を対象とした論文は 2000 年以降に多かった．
　検索された 26 件の中から検討した結果，５件の
論文を分析対象とした．選出した論文の研究目的
は，仕事の負担感や就業継続意志と訪問看護の業務
特性を明らかにするものが１件，勤務継続と職務満
足との関係を明らかにするもの１件，職務満足に影
響する要因を明らかにするものが１件，処遇職務環
境とバーンアウトの関連について１件，ワークライ
フバランスの特徴と個人特性との関係が１件であっ
た．対象は全国の訪問看護師を対象としたものが２
件，都道府県の訪問看護師を対象としたものが３件
であった．調査の方法は，自記式質問紙調査が４件，
質問紙調査が１件であった．回収率は 24.6 ～ 94.2%
であった．
　選出した論文の結果を，著者名，発行年，論文名，
目的，対象，労働条件，労働条件に関する意識の項
目にまとめた（表１）．
２． 選出した文献の研究対象者の実態
１） 訪問看護師
　訪問看護師の性別は文献４で不明だったが，その
他の文献では 97％以上が女性であった．
　年齢は，文献１で 30 ～ 40 歳の人が 82.5％であっ
た．平均年齢は文献２～５において 39.8 ～ 45 歳で
あった．
　看護師経験年数は，文献１～５において平均
11.2 ～ 19.3 年で 10 年以上の経験があった．訪問看
護師としての経験年数は，文献４では３年以上が
78.8%，文献５では３年以上が69.1%であった．また，
文献１～３では平均 3.5 ～ 7.3 年であった．
　配偶者および子どもがいた人は，文献１～３およ
び５において７割以上であった．
２） 労働条件
　雇用条件は，すべての文献において常勤は 64 ～
89%であり，非常勤より多かった．報酬については，
文献３ のみ調査をしていた．｢ 年収 130 万円以下
｣の人が 63 人（19.7%），｢131 ～ 300 万 ｣ の人が 82
人（25.7%），｢300 ～ 500 万 ｣ の人が 129 人（40.5%），
｢500 万以上 ｣の人が 13 人（4.1%）であった．労働
時間は，文献２では平均 27.4 ～ 48.8 時間，文献５
では常勤 36.5 ～ 49.1 時間，非常勤 14.9 ～ 38.7 時間
であった．文献４では ｢ ５～９時間未満 ｣ の人が
93 人（75.6%）であった．
　職務内容は，文献４では 93％のステーションに
おいて，一日の訪問件数は３件以上であった．文
献２と３および５では，一週間の訪問件数が 20 件
前後であった．さらに文献２では，受け持ち制であ
ると答えた人が 90 人（58.1%）であった．オンコー
ル体制をとっているところは，文献３では月に０～
28 回であり，当番時の出勤回数は０～ 31 回であっ
た．文献４では，「オンコール体制が有る」と答え
た人が 87 人（70.7%）であった．
　専門職の質の向上は，すべての文献において何ら
かの研修を受講していた．特に文献２～４では，研
修会に参加している人は 80％以上であった．
３． 労働条件に関する意識
　労働条件に関する意識の記述があったのは，文献
２～５であった．文献２では，労働時間が短い，家
族支援者がいる人，非常勤に該当する人は総合満足
が高かった．文献３では，「賃金が仕事に見合って
いる」と答えた人が 176 人（55.1%），就業継続意思
がある人が 249 人（78.0%），ステーションの経営理
念が明確で将来性があると思っている人は 242 人
（75.9%），上司の管理がうまくいっていると思って
いる人は 244 人（76.5%），職場は働きやすいと思っ
ている人は 271 人（85.0%）であった．文献４では，
労働時間および休暇日数の満足度が高いものは，消
耗感が低かった．文献５では，非常勤者は「訪問看
護の体制」，「休業制度の取得」，「余暇のための休日
の活用」，「家庭と仕事の両立」のすべてにワークラ
イフバランスが取れていると認識していた．一方で，
「一定期間勤務時間を短くする制度がない」と答え
た人が 196 人（59.6%），「給与は自分の成果を反映
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図１　文献数の年次推移
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人
，
平
均
年
齢
44
.7
±
8.
0
歳
，
経
験
年
数
は
看
護
師
19
.3
年
，
訪
問
看
護
師
3
年
以
上
69
.1
%
，
配
偶
者
あ
り
53
1
人
（
89
.1
%
），
子
供
あ
り
52
1人
（
87
.3
%
）で
あ
っ
た
．
? ? ? ? ? ? ?
雇
用
条
件
常
勤
13
7
名
（
6
5.
9
%
），
非
常
勤
71
名
（
34
.1
％
），
兼
務
あ
り
40
人（
19
.1
%
），
管
理
者
42
名（
25
.2
%
），
ス
タ
ッ
フ
16
7名
（
75
.8
％
）
常
勤
12
7
人
（
77
.4
%
），
非
常
勤
37
人
（
22
.6
％
），
兼
務
あ
り
26
人
（
16
.0
%
），
管
理
者
0人
，
ス
タ
ッ
フ
16
4人
（
10
0％
），
労
働
時
間
は
一
週
間
平
均
38
.1
±
10
.7
時
間
・
残
業
7.
9時
間（
週
）
常
勤
20
5名
（
64
.3
%
），
非
常
勤
10
8名
（
33
.9
％
），
管
理
者
55
名（
17
.2
%
），
ス
タ
ッ
フ
26
4名
（
82
.8
％
），
報
酬
は
年
収
13
0
万
以
下
63
人
（
19
.7
%
），
13
1
万
～
30
0
万
82
人
（
25
.7
%
），
30
0～
50
0
万
12
9
人
（
40
.5
%
），
50
0
万
以
上
13
人
（
4.
1%
），
就
業
中
事
故
保
険
あ
り
19
4人
（
60
.8
％
）
常
勤
10
9人
（
88
.6
％
），
非
常
勤
14
人
（
11
.4
％
），
管
理
者
0
人
，
ス
タ
ッ
フ
12
3
人
，
労
働
時
間
は
1
日
5時
間
未
満
5人
（
4.
1%
)　
5～
9時
間
未
満
93
人
（
75
.6
%
）9
時
間
以
上
25
人（
20
.3
%
）．
常
勤
38
4人
（
64
.9
%
），
非
常
勤
20
8人
（
35
.1
%
），
管
理
者
12
6
人
（
21
.4
%
），
ス
タ
ッ
フ
46
2
人
（
78
.6
%
），
労
働
時
間
は
一
週
間
平
均
常
勤
42
.8
±
6.
29
時
間
・
非
常
勤
26
.8
±
11
.9
66
．
職
務
内
容
訪
問
件
数
は
一
週
間
17
.4
±
11
.7
件
・
受
け
持
ち
制
90
人（
58
.1
%
）で
あ
る
訪
問
件
数
は
一
週
間
に
11
～
20
件
が
最
も
多
く
16
0
名
（
50
.3
%
），
オ
ン
コ
ー
ル
は
月
に
1.
2（
±
2.
3）
回
（
範
囲
0～
28
回
）
当
番
時
の
出
勤
回
数
6.
4（
±
6.
6）
回（
範
囲
0～
31
回
）月
に
1.
2（
±
2.
3）
回
訪
問
件
数
は
一
日
1～
2件
7人
（
5.
7%
）・
3～
4件
64
人
（
52
.0
%
）・
5件
以
上
50
人
（
40
.7
%
），
オ
ン
コ
ー
ル
あ
り
87
人
（
70
.7
%
），
緊
急
時
の
体
制
が
取
ら
れ
て
い
る
86
人（
69
.9
%
）
訪
問
件
数
は
一
週
間
に
18
.0
±
7.
29
3
，
夜
勤
待
機
へ
の
配
慮
が
あ
る
17
6人
（
59
.7
%
）
専
門
職
の
質
の
向
上
訪
問
看
護
師
養
成
研
修
済
26
人
（
12
.4
%
），
    
訪
問
看
護
師
指
導
者
研
修
6人
（
2.
9%
）
困
難
事
例
検
討
会
あ
り
11
0
人
（
70
.1
％
），
医
療
器
具
教
育
体
制
83
人
（
52
.5
％
），
所
内
研
修
あ
り
12
9
人
（
80
.1
%
），
所
外
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
14
3人
（
87
.2
％
）
希
望
す
る
研
修
に
参
加
で
き
る
25
9人
（
81
.2
%
）
研
修
会
へ
の
参
加
経
験
あ
り
11
0人
（
89
.4
%
）
資
格
取
得
に
協
力
体
制
有
り
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
肯
定
的
意
識
 ・
  職
務
満
足
度
は
，
常
勤
，
40
歳
以
上
，
健
康
状
態
良
好
，
訪
問
看
護
研
修
受
講
済
み
の
人
が
高
い
．
 ・
  4
0歳
以
上
、
配
偶
者
と
子
供
が
い
る
人
、
健
康
状
態
良
好
の
人
が
「
在
宅
看
護
が
好
き
で
向
い
て
い
る
」と
感
じ
て
い
る
．
 ・
  看
護
経
験
年
数
15
年
以
上
＋
訪
問
看
護
経
験
年
数
3
年
以
上
は
、
看
護
師
経
験
年
数
15
年
未
満
＋
訪
問
看
護
師
3
年
未
満
よ
り
「
訪
問
看
護
の
専
門
性
」
の
満
足
度
が
高
い
．
 ・
  労
働
時
間
が
短
い
， 
家
族
支
援
者
が
い
る
人
，
非
常
勤
，
所
内
研
修
が
あ
る
人
，
所
外
研
修
に
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
総
合
満
足
が
高
い
．
 ・
  担
当
件
数
が
多
い
ほ
ど
「
利
用
者
、
利
用
者
家
族
と
の
関
係
性
」
が
よ
い
と
感
じ
て
い
る
．
 ・
  年
齢
が
若
い
ほ
ど
、
臨
床
経
験
年
数
が
短
い
ほ
ど
、
労
働
時
間
が
短
い
ほ
ど
「
職
場
の
関
係
性
」が
よ
い
．
 ・
  臨
床
経
験
年
数
が
長
い
人
と
対
応
困
難
事
例
検
討
会
が
あ
る
人
は「
他
者
の
承
認
」
を
得
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
．
 ・
  「
で
き
る
だ
け
続
け
た
い
」「
し
ば
ら
く
続
け
た
い
」2
49
人（
78
.0
%
）
 ・
  賃
金
は
仕
事
に
見
合
っ
て
い
る
17
6人
（
55
.1
%
）
 ・
  ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
営
理
念
が
明
確
で
将
来
性
が
あ
る
24
2
人
（
75
.9
%
），
上
司
の
管
理
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
24
4
人
（
76
.5
%
），
職
場
は
働
き
や
す
い
27
1人
（
85
%
）と
回
答
．
 ・
  労
働
時
間
お
よ
び
休
暇
日
数
の
満
足
度
が
高
い
も
の
，
他
職
種
と
の
連
携
が
良
好
な
も
の
は
消
耗
感
が
低
い
．
 ・
  消
耗
感
と
の
関
連
は
，
年
齢
，
労
働
時
間
の
満
足
度
，
訪
問
人
数
の
負
担
，
他
職
種
と
の
連
携
，
職
場
内
の
情
報
共
有
で
あ
っ
た
．
 ・
  個
人
的
達
成
感
は
，
年
齢
が
高
い
，
一
日
の
平
均
勤
務
時
間
が
長
い
，
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
常
勤
勤
務
の
看
護
職
員
が
多
い
，
他
職
種
と
の
連
携
お
よ
び
職
場
内
の
情
報
共
有
が
図
ら
れ
て
い
る
，
研
修
や
講
習
会
参
加
あ
り
と
回
答
し
た
人
が
高
い
．
 ・
  回
答
の
多
い
順
は
，
業
務
が
終
わ
れ
ば
周
囲
に
気
兼
ね
な
く
帰
る
こ
と
が
で
き
る
4
6
8
人
（
81
.4
%
）・
育
児
休
暇
が
自
分
だ
け
で
な
く
他
の
職
員
に
つ
い
て
も
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
23
9
人
（
78
.6
%
）・
再
雇
用
制
度
が
あ
る
23
4
人
（
76
.0
%
）・
家
庭
と
仕
事
が
両
立
し
て
い
る
42
5
人
（
75
.7
%
）
で
あ
っ
た
．
 ・
  非
常
勤
者
は
「
訪
問
看
護
の
体
制
」、
「
休
業
制
度
の
取
得
」、
「
余
暇
の
た
め
の
休
日
の
活
用
」、
「
家
庭
と
仕
事
の
両
立
」
の
す
べ
て
に
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
．
 ・
  自
分
の
能
力
に
合
っ
た
訪
問
先
や
役
割
の
配
置
が
あ
る
36
8
人
（
71
.7
%
）・
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
な
ど
柔
軟
な
労
働
時
間
の
選
択
が
で
き
る
20
2
人
（
49
.2
%
）
否
定
的
意
識
 ・
  「
キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
主
体
的
な
取
り
組
み
」「
キ
ャ
リ
ア
を
高
め
る
た
め
の
支
援
」
に
対
し
て
満
足
し
て
い
な
い
．
 ・
  仕
事
内
容
は
就
職
前
に
考
え
て
い
た
こ
と
と
違
う
．
訪
問
以
外
の
任
さ
れ
て
い
る
仕
事
が
多
す
ぎ
る
．
判
断
を
必
要
と
す
る
場
面
が
多
す
ぎ
る
．
医
療
処
置
や
複
雑
な
看
護
技
術
が
多
す
ぎ
る
．
 ・
  2
4
時
間
体
制
あ
り
と
答
え
た
人
，
一
日
の
平
均
訪
問
件
数
お
よ
び
勤
務
時
間
，
訪
問
人
数
の
負
担
の
多
い
人
が
強
い
消
耗
感
を
感
じ
て
い
る
．
 ・
  脱
人
格
化
は
，
一
日
の
訪
問
件
数
が
多
い
，
労
働
時
間
，
休
暇
日
数
，
給
与
に
満
足
度
が
低
い
，
訪
問
人
数
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
，
他
職
種
と
の
連
携
不
良
，
相
談
相
手
が
い
な
い
，
職
場
内
の
情
報
共
有
が
さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
場
合
に
高
い
．
 ・
  一
定
期
間
勤
務
時
間
を
短
く
で
き
る
制
度
な
し
19
6人
（
59
.6
%
）
 ・
  給
与
は
自
分
の
仕
事
の
成
果
を
反
映
し
て
い
な
い
27
9人
（
50
.6
％
）で
あ
っ
た
．
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していない」と答えた人が 279 人（50.6%）であった．
　職務内容に関する意識の記述があったのは，文献
２～５であった．文献２では，担当件数が多いほど
利用者と利用者家族との関係性がよいと感じてい
た．文献５では「業務が終われば周囲に気兼ねなく
帰ることが出来る」と答えた人が468人（81.4％），「自
分の能力にあった訪問先や役割の配置がある」と答
えた人が 368 人（71.7％）であった．一方，文献３
では「仕事内容は就業前に考えていたことと違う」，
「訪問以外の任されている仕事が多すぎる」，「判断
を必要とする場面が多すぎる」，「医療処置や複雑な
看護技術が多すぎる」という負担感をあげていた．
また文献４では，「24 時間体制がありと答えた人」，
「一日訪問件数や訪問人数の負担の多い人」は，強
い消耗感を感じていた．
　専門職の質の向上に関する意識の記述があったの
は，文献１と２および４であった．文献１では，常
勤，40 歳以上，健康状態良好，訪問看護研修受講
済みの人の職務満足度が高く，40 歳以上，配偶者
や子供のいる人は「在宅看護が好きで向いている」
と感じていた．経験年数では，看護師経験 15 年以
上で訪問看護師経験３年以上の人は，「訪問看護の
専門性」に対して満足度が高かった．文献２では，
「所内研修がある人」，「所外研修に参加したことが
ある人」は総合満足が高く，経験年数が長い人と対
応困難事例検討会がある人は，「他者の承認」を得
ていると感じていた．文献４では，研修や講習会に
参加している人は，個人的達成感が高かった．一方，
文献１では「キャリアに対する主体的な取り組み」，
「キャリアを高めるための支援」に対して，満足し
ていなかった．
考　察
１． 訪問看護師の労働条件を対象とした研究の背景
　ステーションで働く訪問看護師を対象とした労
働条件に関する研究は，2000 年以降に多かった．
2000 年を境に研究されるようになった背景として，
それ以前は，健康保険法により指定訪問看護制度に
おける訪問看護のみが行われており，ステーション
数と利用者数が少なかったこと，2000 年以降は介
護保険での訪問看護サービスが開始されたことによ
り，ステーションの認知度が上がったこと，ステー
ション数が 1998 年 2,756 ヶ所から 2000 年 4,730 ヶ
所に増えたこと，訪問看護の利用者数が増えたこと，
ステーションで働く看護師を確保する対策が図られ
たことなどが影響していると考える．
２． 訪問看護師と労働条件の特徴
　労働条件の特徴は，勤務形態において，すべての
文献で常勤の人が多かった．文献５では常勤 384 人
（64.9%），非常勤 208 人（35.1%）であり，５つの文
献の中でも非常勤の割合が最も多かった．病院で働
いている看護師は，常勤 82.2％，非常勤 17.5％の比
率であり（厚生労働省，2010），病院看護師に比べ
ると訪問看護師は非常勤の割合が多いといえる．非
常勤者は「訪問看護の体制」，「休業制度の取得」，「余
暇のための休日を活用」，「家庭と仕事の両立」すべ
ての項目でワークライフバランスが取れていると認
識していた．文献２では労働時間が短いほど満足度
が高く，さらに文献５では，５割がフレックスタイ
ム制などの柔軟な労働時間の選択ができると回答し
ていた．このように労働時間の短い非常勤者がワー
クライフバランスが取れていると認識する背景に
は，以下に示す通り，ステーションで働く訪問看護
師の特徴が影響していると考えられる．
　選出した論文から得られた訪問看護師の特徴は，
女性が多く，平均年齢が 30 歳代後半から 40 歳代半
ばであり，７割～８割のものが配偶者と子供がいた．
さらに看護師経験年数は 10 年以上で，訪問看護師
経験年数は 3.5 ～ 7.3 年で看護師経験に比べて訪問
看護師経験が短かった．この特徴は，川野，平野，
猪腰（2011）の先行研究と同様の結果であった．以
上のことから，ステーションで働く訪問看護師の特
徴は，女性が多く，40 歳以上で，看護師経験年数
より訪問看護師経験年数が短いと考えられる．
　女性の 30 ～ 40 歳代はライフサイクルにおいて結
婚や出産を経験する時期と重なり，一般的に結婚や
出産を機に退職することが多く，年齢階級別の女性
の就業率は 25 ～ 29 歳と 45 ～ 49 歳を左右のピー
クとし，35 ～ 39 歳を底としたM字カーブを描い
ている．M字型カーブは，女性の労働力率を示し，
ここ 10 年間で有配偶女性の就業率の上昇の影響で
M字型カーブの底が 61.4% から 66.2% へ上昇して
いると報告されている（厚生労働省，2010）．角田
（2007）は，看護職についても 30 ～ 39 歳を底とす
るはっきりとしたM字型が形成されていると報告
している．
　しかし，今回の選出した文献において，訪問看護
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師は，M字型カーブの底にあたる年齢階級のもの
の就業率が高かった．看護師経験年数が長く訪問
看護師経験年数が短い事から考えると，訪問看護師
にM字型カーブの底にあたる年齢階級のものの就
業率が高いのは，結婚や出産を機に一度は病院等を
退職したあと，再就職する際に病院等よりもステー
ションを就職先として選んでいると考えられる．緒
方ほか（2008）は，訪問看護師が就業場所を選ぶ際
に，最も重視している属性は，勤務形態であること
を明らかにしている．また黒臼（2011）は，仕事外
生活への関与は非常勤の方が高いと述べ，さらに中
島（2011）は，ワークライフバランスについて，自
分自身がどういう生き方をしたいかという主観的な
バランスの良さが大切であると述べている．
　これらのことから，ステーションで働く訪問看護
師は，ワークライフバランスが取りやすい非常勤が，
病院等の就業場所と比べて多いと考えられる．
３．  訪問看護ステーションに勤務する訪問看護師の
労働条件に関する意識の特徴
１）仕事量や報酬に対する意識の特徴
　職務内容に関する意識の記述があったのは，文献
２～５であった．文献２では，担当件数が多いほど
「利用者，利用者家族との関係性が良い」と感じて
いた．文献５では，「業務が終われば周囲に気兼ね
なく帰ることが出来る」と答えた人が８割で，「自
分の能力にあった訪問先や役割の配置がある」と答
えた人が７割であった．このように，職務内容の意
識として文献２と５では，肯定的な意識が挙げられ
ていた．肯定的な意識が挙げられた背景には，文献
２と５の訪問看護師の平均年齢が高く，看護師経験
年数も長いため，経験豊富な看護師が多いことが影
響していると考えられる．
　しかし，文献３では，「仕事内容は就業前に考え
ていたことと違う」，「訪問以外の任されている仕事
が多すぎる」，「判断を必要とする場面が多すぎる」，
「医療処置や複雑な看護技術が多すぎる」と答えて
いた．さらに文献４では，「24 時間体制ありと答え
た人」，「一日の平均訪問件数」，「訪問人数の負担の
多い人」が強い消耗感を感じ，訪問件数が多いと脱
人格化が高いと報告していた．文献３と４の訪問看
護師は，文献２と５に比べて経験年数が短いため，
仕事に対する不全感や負担感を感じているのではな
いかと考えられる．なぜなら，草場（2009）は，訪
問看護師の特徴として，単独での訪問が多いため自
分の実践した看護について，自問自答を繰り返し悩
む場面も多いと指摘しており，田尾，久保（1996）は，
情緒的消耗感が看護における不全感，労働過多，上
司との葛藤，教育環境の不備が影響されると述べて
いるため，経験年数の長さが労働条件の意識に影響
を与えると考えられる．
　また，信平，島内，清水（2004）は，24 時間当
番中に緊急での訪問がなくても，緊急対応の待機に
よって，精神疲労が回復しない状態で翌日の通常勤
務をこなすことは，精神的疲労が高く負担感も大き
いことを指摘していることから，経験年数が短いこ
とで夜間に一定の緊張感を保つことで身体的，精神
的負担が高くなると考えられる．
　報酬に関する記述があったのは，文献３と５で
あった．文献３は，仕事に見合っていると思ってい
る人は 176 人（55.1%）であった．同様に文献５では，
「給与は自分の成果を反映していない」と答えた人
が 279 人（50.6%）であった．文献３と５では，勤
務形態の常勤，非常勤の比率は同じであった．訪問
件数も一日 10 件以上あり，24 時間体制をとってい
る事も同じであった．職務内容に関する意識のとし
て，文献３では「仕事内容は就業前に考えていたこ
とと違う」，「訪問以外の任されている仕事が多すぎ
る」，「判断を必要とする場面が多すぎる」，「医療処
置や複雑な看護技術が多すぎる」と負担感を示して
いた．文献５では，「自分の能力にあった訪問先の
配置がある」と肯定的な意識が挙げられており，職
務内容の意識の違いが報酬に関する意識に影響して
いると考えられた．
　
２）看護職としての能力や成長に対する意識の特徴
　看護職としての能力に関する意識についてみる
と，文献１では，看護師経験年数 15 年以上で訪問
看護経験年数３年以上の人は，看護師経験年数 15
年未満で訪問看護師経験年数３年未満より「訪問看
護の専門性」の満足度が高く，文献２では，臨床経
験年数が長い人と対応困難事例検討会がある人は
「他者の承認」を得ていると感じていた．ここでい
う「他者の承認」とは，「利用者の承認」，「利用者
家族の承認」，「同僚の承認」，「上司の承認」，「他職
種の承認」の５項目である．利用者ばかりでなく家
族を含めてケアすること，多職種と連携を図ること
を特徴とする訪問看護において，これらの者から承
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認を得ることは，訪問看護の専門性を高めることに
つながり，経験豊富な訪問看護師の満足度を高めて
いると考えられる．
　看護職としての成長に関する意識の記述があっ
たのは，文献１と２および４であった．文献１で
は，研修に参加したことがある人の職務満足度は高
いが，キャリアアップするための環境には満足して
いなかった．文献２では，研修に参加したことのあ
る人の総合満足は高く，文献４では，研修や講習会
に参加している人は，個人的達成感が高かった．そ
のため，総合満足や個人的達成感は，研修への参加
が影響していると考えられる．文献２と４に比べる
と研修への参加率が低かった文献１では，キャリア
アップするための環境には，満足していなかったと
考えられる．柳原，中村（1997）は，訪問看護は自
己裁量の大きな職域であり責任が重い分，評価が直
接返ってくるところに面白味を感じ，常勤の方が自
立意識が高く，研修が多いほど仕事への満足度が高
くなると述べている．そのため，訪問看護師は研修
に参加することで，さらに自分のキャリアを高める
ことができると思っているのではないかと考えられ
た．
　
研究の限界
　今回の研究では，医学中央雑誌Web のみで検索
を行い，少ない論文数での検討となった．そのため，
ステーションで働く訪問看護師の労働条件に関する
意識について，十分検討したとはいえない．今後は，
経済学や産業領域にも検索を広げ，労働条件に関す
る意識についてより深く検討する必要がある．
結　論
　検索の結果 26 件の文献が該当した．26 件の年次
推移は 2000 年以降に多かった．検索された 26 件の
中から検討した結果，５件の論文を分析対象とした．
選出した論文から得られた訪問看護師と労働条件の
特徴として，女性が多く，平均年齢が 30 歳代後半
～ 40 歳代半ばであり，７割～８割の人に配偶者と
子供がいた．勤務形態は病院看護師に比べると，訪
問看護師に非常勤が多かった．非常勤の訪問看護師
はワークライフバランスが取りやすいと認識してい
た．
　労働条件に関する肯定的な意識は，担当件数が多
いほど「利用者，利用者家族との関係性が良い」と
感じ，「自分の能力にあった訪問先や役割の配置が
ある」などがあった．一方，否定的な意識は，24
時間体制があると答えた人と訪問人数の負担の多い
人は，強い消耗感を感じていた．また，仕事内容で
は「訪問以外の任されている仕事が多すぎる」，「医
療処置や複雑な看護技術が多すぎる」などの負担感
があった．強い消耗感や仕事に対する負担感がある
場合や，夜間に一定の緊張感を保っている場合は，
身体的，精神的負担が高くなると考えられる．
　看護職の能力に関する意識は，看護師経験年数
15 年以上で訪問看護経験年数３年以上の人は，看
護師経験年数 15 年未満で訪問看護師経験年数３年
未満より「訪問看護の専門性」の満足度が高く，臨
床経験年数が長い人と対応困難事例検討会がある人
は「他者の承認」を得ていると感じていた．承認を
得ることは，訪問看護の専門性を高めることにつな
がり，経験豊富な訪問看護師の満足度を高めている
と考えられる．
　また，専門職としての成長に関する意識は，研修
に参加したことのある人の総合満足と個人的達成感
が高かった．訪問看護師は研修に参加することで，
さらに自分のキャリアを高めることができると思っ
ているのではないかと考えられる．
文　献
川 野英子，平野美穂，猪腰江美子．（2011）．訪問看
護師の転職意向と定着に関連する環境要因．訪問
看護と介護，16（8），669-674．
厚 生労働統計協会．国民衛生の動向2011/2012第
58巻第9号通巻第912号，厚生の指標臨時増刊，
（2011）．東京．
厚 生労働省．（2010）．平成22年衛生行政報告例 
（就業医療関係者）結果の概況．2013/1/9参照． 
http://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/
eisei/10/dl/h22_gaikyo.pdf
厚 生労働省．（2011）．平成22年10月終末期医療のあ 
り方に関する懇談会「終末期医療に関する調査」 
結果について（案）．2012/9/10参照http://www.
mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000000vj79-att/
2r9852000000vkcw.pdf-2010-1
黒 臼恵子．（2011）．訪問看護ステーションに勤務す
る看護職のワーク・コミットメントの関連要因．
日本在宅ケア学会誌，14（2）50-57．
草 場美千子．（2009）．どんな条件があれば就業を継 
（　　）90
福岡県立大学看護学研究紀要　10（2），　83-90，2013
38
続できるのか．訪問看護と介護，14（12），998- 
1002．
光 本いずみ，松下年子，大浦ゆう子．（2008）．訪問
看護師の仕事負担感や就業継続意思と業務特性と
の関連．産業医科大学雑誌，30（2），185-196．
中 野康子．（2008）．訪問看護師の勤務継続と職務満
足との関係．兵庫県立大学看護学部・地域ケア開
発研究所紀要，15，43-59．
中 島美津子．（2011）．組織づくりから考えるワー
ク・ライフ・バランス．看護管理，21（2），
117-121．
日本看護協会．平成23年度版看護白書．（2011）．東京．
日本看護協会．平成22年度版看護白書．（2010）．東京．
信 平牧子，島内節，清水洋子．（2004）．在宅ケア機
関の24時間体制と訪問看護師の負担感に関する
研究．第35回日本看護学会論文集，地域看護，
131-133．
緒 方泰子，福田敬，橋本廸生，吉田千鶴，新田淳
子，乙坂佳代．（2008）．訪問看護師の就業場所の
選好―訪問看護ステーション看護師を対象とした
コンジョイント分析―．医療経済研究，19（3），
233-252．
武 田彩子，岡本有子，葛西好美，杉原幸子，内田明
子，馬場陽子，山本則子．（2009）．訪問看護ステー
ション管理者の離職意向に関連する要因１県内の
訪問看護ステーション調査より．日本在宅ケア学
会誌，13（1）38-45．
田 尾雅夫，久保真人．（1996）．バーンアウトの理論
と実際．東京．誠信書房．
冨 岡小百合，石澤恵，大竹まり子，赤間明子，佐藤
千史，鈴木育子，小林淳子，叶谷由香．（2007）．
訪問看護師の職務満足に関する要因．日本在宅ケ
ア学会誌，11（1），43-51．
角 田由香．（2007）．看護師の働き方を経済学から読
み解く．東京．医学書院．
梅 原麻美子，古瀬みどり，松浪容子．（2007）．A県
内の訪問看護師の処遇・職務環境とバーンアウト
との関連．北日本看護学会誌，9（2），27-33．
山 口陽子，百瀬由美子．（2011）．訪問看護師のワー
ク・ライフ・バランスの特徴と個人特性との関
係．愛知県立大学部紀要，17，15-24．
柳 原清子，中村幸子．（1997）．訪問看護婦の業務に
関する意識とそれに影響する因子―行政関係，医
療関係，ステーションとの比較から―．日本赤十
字武蔵野短期大学紀要．10．51-56．
全 国訪問看護事業協会．（2008）．訪問看護ステー
ション経営概況緊急調査報告．2012/8/3　参照．
http://www.zenhokan.or.jp/pdf/surveillance/
h19-6.pdf
受付　2012.10.10
採用　2013. 1.11   
